
情報交換会における質疑応答概要 
 
 
（質問）酒造好適米の増産について、生産数量目標（ポジ）の枠外（ネ

ガ）で扱うとの方向が示されているが、経営所得安定対策（水
田活用の直接支払交付金）の対象となるのか。また、増産分を
ポジの枠内で生産することは可能か。 

（回答）助成金については、ネガで生産されるものは、輸出米と同様
に対象としない方向で検討している。また、増産分をポジの枠
内か枠外のどちらで生産するかは、生産者の経営判断により選
択していただくものと考えており、ポジの枠内でも生産が可能。 

 
（質問）ネガの中で生産される酒造好適米が助成金の対象外となった

場合、酒造好適米の増産が進まないのではないか。各県の実情
に応じて産地資金による支援はできないのか。 

（回答）水田活用の直接支払交付金は、主食用米並みの所得を確保す
るための助成であり、主食用米よりも価格の高い酒造好適米に
ついて、このような助成を行うことは適切ではないと考えてい
る。ただし、産地資金の対象とすることは可能とするよう考え
ており、各地域の判断により、必要に応じて産地資金を活用す
ることについて検討いただきたいと考えている。 

 
（質問）地産地消の観点から自県産酒造好適米の使用比率を徐々に高

めてきているが、この場合も増産分として認められるのか。 
（回答）清酒の生産増分に対応した酒造好適米の増産分の考え方は、

各メーカーにおける酒造好適米の使用量が増加する場合に、そ
の増加分についてネガ扱いとする方向で検討しているところで
あり、単なる品種変更のように使用量が増加しない場合にはネ
ガでの生産は認められないと考えている。 

 
（質問）この措置は 26 年産からということだが、26 年産米のポジの

減少が見込まれる中で、生産拡大分をどのように見ていくのか。 
（回答）具体的な部分については現在、検討しているところであり、

様々な疑問点については、地域センターや農政局を通じて出し
ていただきたい。また、検討状況についてはその都度地域セン
ター等に情報提供したいと考えているので、清酒の需要が伸び、
26年度以降、この仕組みを活用したいメーカー等については、
早めに地域センター等に相談願いたい。 

 
 



 
（質問）酒造好適米はすべて生産数量目標の外枠で生産できるように

してほしい。 
（回答）仮に酒造好適米の生産を全て枠外にした場合、酒造好適米し

か作付けしていない生産者の生産数量目標はゼロとなり、酒造
好適米の需要が減少するとその分作付面積も減るが、枠内であ
れば、好適米の需要が減っても、主食用品種に切り替えること
により、米の作付面積を維持することがが可能となり、生産者
の経営安定につながることとなる。 

 
（質問）加工用米が作付けされない原因は、助成金に格差（加工用米

２万円/10a、飼料用米８万円/10a）があるからではないか。 
（回答）助成水準の議論において、とかく加工用米と飼料用米の助成

単価の差だけが指摘されているが、助成金の単価は、各対象品
目ごとに販売収入等を踏まえ、主食用米並の所得が確保し得る
水準で設定されている。したがって、販売収入が大幅に低い飼
料用米は加工用米より高い助成金単価が設定されている。 

 
 
 

－ 以 上 －  


